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パブリック
コメント
概　要

皆さんのご意見をお寄せ下さい
第３次町田市地域福祉計画（素案）

　地域で一人ひとりがその人らしい生活を送ることができるよう、行政や
地域の団体、サービス提供事業者、市民等が協力して暮らしやすい地域づ
くりを進めるため、市では、第３次町田市地域福祉計画を策定します。　

問福祉総務課辺724・2133返050・3101・0928

【第３次町田市地域福祉計画（素案）の概要】
〈計画期間〉２０１６～２０２０年度の５年間
〈計画の基本理念〉「互いにささえあい、自分らしく、くらし続けていくこ
とができるまちを目指す」～「地域」のつながりをつくりなおす～
〈計画の構成〉
第１部　　　　全体計画
　基本目標１　地域福祉を拡げる基盤づくり
　基本目標２　地域づくりを担う人づくり
　基本目標３　支えあいのある地域づくり
第２部　　　　地区活動計画
　町内会・自治会連合会の10地区ごとに課題と方向を掲載しています。

【意見の提出方法】
〇募集期間　7月30日土まで（必着）
〇資料の閲覧・配布　計画（素案）は、町田市ホームページに掲載するほか、
次の窓口で閲覧及び資料の配布を行っています。
　福祉総務課（市庁舎7階）、市政情報課・広聴課（市庁舎1階）、男女平等
推進センター（町田市民フォーラム3階）、生涯学習センター、各市民セン
ター、木曽山崎・玉川学園の各コミュニティセンター、町田・鶴川・南町
田の各駅前連絡所、各市立図書館、町田市民文学館、すみれ教室、ひかり
療育園（各窓口で開庁日・時間が異なります）
〇意見等の提出方法　郵送、FAX、Eメール、または福祉総務課のほか、
資料を配布している窓口へ直接提出して下さい。郵送の場合は配布資料
に添付している専用封筒（料金受取人払郵便）をご利用いただけます。
〇担当課　福祉総務課（〒194-8520、森野2－2－22、市庁舎7階、辺724
・2133返050・3101・0928遍mcity2470@city.machida.tokyo.jp）

―注意事項―
〇書式は自由ですが、住所・氏名・連絡先・件名を明記して下さい。
〇電話、窓口での口頭によるご意見は、お受けできません。
〇ご意見への個別回答は行いません。
〇公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が含まれ
るものは無効とします。
〇寄せられたご意見の概要及び市の考え方は、個人情報を除き、2016年
10月中に町田市ホームページ及び上記資料配布場所で、公表予定です。
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新宿方面

町田方面

地域コミュニティバス「玉ちゃんバス」
南ルートの運行ルート
（路線長　約2.6㎞）
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無窮坂上8
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バス停（既設）
バス停（新設）

玉川学園7丁目玉川学園7丁目

玉川学園8丁目玉川学園8丁目

東玉川学園4丁目東玉川学園4丁目

玉川学園2丁目玉川学園2丁目

玉川学園1丁目玉川学園1丁目
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